
2017年度　日本大学　前期理系　第５問

問題 複素数平面上に，ÎQPR = 90± の直角二等辺三角形 PQRがある。点 P，Rの表す複素数はそれぞれ，2，

1 +
B

3iであり，点 Qの表す複素数の虚部は 1である。また，点 ®は原点を中心とする半径 1の円周上を動き，点

¯は三角形 PQRの辺上を動くとする。

(1) 点 Qの表す複素数は 35 +

E

36 + iである。

(2) z = ®¯とおくとき，点 zが動いてできる図形の面積は $ 37 + 38

E

39 <¼である。
(3) w = ®+ ¯とおくとき，点 wが動いてできる図形の面積は 40 + 41

E

42 + ¼である。
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